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長
期
に
わ
た
る
不
況
の
中
、

中
小
零
細
建
設
事
業
者
並
び
に

職
人
の
仕
事
確
保
を
図
り
、
暮

ら
し
を
改
善
す
る
た
め
に
、
九

月
二
十
八
日
�
午
前
十
一
時
三

十
分
か
ら
、
長
崎
市
役
所
第
二

応
接
室
に
て
、
建
設
長
崎
・
中

小
建
設
業
協
会
の
代
表
団
二
十

二
名
が
田
上
長
崎
市
長
に
対
し
、

要
望
書
に
基
づ
き
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
市
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
等
の
継
続
拡
充
の
お
願

い
と
、
窓
口
拡
充
を
要
請
。

長
崎
市
側
は
、

田
上
市
長
、
井
川

理
財
部
長
、
浦
郷

契
約
検
査
課
長
、

御
所
建
築
部
長
、

松
尾
建
築
部
次
長

他
三
名
が
対
応
。

回
答
と
し
て
は
、

�
公
共
事
業
は
配

慮
、
入
札
改
善
し

て
き
た
。
�
九
月

補
正
予
算
で
地
元

の
中
小
零
細
業
者
の
為
、
緊
急

修
繕
等
十
一
億
三
千
万
円
計
上
。
�
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
一
、

一
九
八
件
で
交
付
申
請
が
一
億

六
千
万
円
、
利
用
の
周
知
に
協

力
を
。
三
八
〇
社
中
、
協
会
会

員
五
〇
社
利
用
。
リ
フ
ォ
ー
ム

の
継
続
は
ア
ン
ケ
ー
ト
で
判
断
。

�
で
き
る
だ
け
分
離
分
割
発
注

で
受
注
機
会
の
増
加
を
。
�
賃

金
は
国
が
調
査
し
て
い
る
労
務

単
価
に
基
づ
い
て
算
定
。
�
発

注
は
制
限
付
き
一
般
競
争
入
札

で
、
で
き
る
物
は
分
離
分
割
発

注
。
	
長
崎
市
入
札
参
加
登
録

社
は
協
会
会
員
六
〇
社
、
物
品

調
達
・
業
務
委
託
資
格
登
録
者

（
発
注
額
一
三
〇
万
円
以
下
）

は
五
社
の
み
と
少
な
い
、
登
録

の
促
進
を
お
願
い
し
た
い
。

以
上
、
有
意
義
な
要
望
と
回

答
で
し
た
が
、
今
後
と
も
継
続

反
復
の
要
請
の
必
要
性
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

建
設
長
崎
出
席
者

相
川
執
行
委
員
長
、

北
村
・
船
津
・
前
田
・

工
藤
副
委
員
長
、

田
上
書
記
長
、

内
野
中
央
支
部
長
、

古
川
浦
上
西
支
部
長
、

松
林
西
彼
支
部
長

中
小
建
設
業
協
会
出
席
者

金
子
会
長
、

森
・
平
出
副
会
長
、
里
幹
事
、

手
水
幹
事
、
山
本
幹
事
、

中
尾
幹
事
、

山
口
業
者
会
会
長
、

田
原
事
務
局
長
、
森
事
務
局

長
崎
市
議
会
議
員

野
口
達
也
、
池
田
章
子
、

鶴
田
誠
二

平成２４年度国保組合予算に向けた
ハガキ要請行動に
あなたもご協力を！

９月２日に発足した野田新内閣
は、今回の東日本大震災の復旧・
復興の為の財源措置を増税（復興
増税）で行う方向性を示唆すると
同時に、復興財源捻出の為に各省
庁が提出する概算要求の中の既存
の補助金等は、２４年度大幅な歳出
カット（１０％）が予想されます。
平成２４年度の建設国保に対する

現行補助水準の確保に向け、建設
国保の安定運営と、私達がいかに
努力しているかを訴えていかねばなり
ません。ぜひあなたのご協力をお願い
致します。

記
１．取り組み期間

平成２３年１０月５日�～１１月１８日�
２．要 請 先

�厚生労働省 �財務省
大変でしょうが、手書きで訴えてい

きましょう。

中
小
零
細
建
設
事
業
者
・
職
人
の
仕
事
と
暮
ら
し
の
改
善
に
関
す
る
要
望

１

中
小
零
細
建
設
事
業
者
へ
の
工
事
発
注
に
関
す
る
要
請

２

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
の
要
請

３

長
崎
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
事
業
発
注
に
関
す
る
要
請

４

長
崎
市
緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る
住
宅
関
連
事
業
の
拡
充
に
関
す
る
要
請

「
組
織
七
、
五
〇
〇
名
」
へ
の
足
固
め
と

し
て
、
年
間
拡
大
目
標
を
三
〇
〇
名
、
前
期

拡
大
目
標
を
二
〇
〇
名
に
設
定
し
、
現
在
各

支
部
拡
大
行
動
中
で
す
が
、
不
況
を
反
映
し

て
か
厳
し
い
加
入
状
況
で
す
。
私
た
ち
の
仕

事
と
暮
ら
し
を
守
る
為
に
も
仲
間
の
拡
大
は

必
要
で
す
。
厳
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
組
合
加

入
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
後
、
一
四
三
名
の

拡
大
に
、
是
非
あ
な
た
の
未
加
入
の
知
人
、

友
人
等
の
ご
紹
介
を
支
部
に
い
た
だ
け
れ
ば

説
明
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

目標２００名まで
後、１４３名を拡大しよう

建設長崎（長崎・県央地区）
労働安全推進大会
開催のお知らせ

『現場災害の撲滅と労働者の安全意識の
高揚、更に労働保険未適用現場を無くす運
動』の推進を図る為、労働安全大会を下記
要領で開催しますので、是非ご出席下さい
ますようお知らせ致します。

記

日時 平成２３年１１月８日�
午後７時開会（午後６時３０分受付）

場所 時津町北部コミュニティセンター
（西彼杵郡時津町日並１３１７－１ 
０９５－８８１－７３１２）

※参加者全員に記念品を準備してます。

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町１７番５８号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 http//www.kensetunagasaki.org/ 発行責任者●北村政和 編集人●若杉孝雄

労働災害の撲滅をはかり
健康で安心して働ける
職場づくりに邁進しよう

October
No.556
２０１１年１０月１５日

１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

印刷●�昭和堂 TEL 095‐821‐1234

目標数
１３
７
１３
１３
１８
８
１６
２０
１２
１２
１９
１７
１５
１０
７
２００

現拡大数
４
５
３
４
７
２
２
６
３
４
５
３
５
２
２
５７

支部名
中 央
大 浦
市 南
東長崎
浦上西
浦上東
西 彼
諫 早
大 村
島 原
佐 中
佐 東
佐 北
北 松
平 戸
計

予
算
確
保
を
！

中
小
零
細
建
設
事
業
者

職
人
の
仕
事
・
暮
ら
し
改
善
を

長崎市長へ要望

要望書（抜粋）

田
上
長
崎
市
長

10

△田上長崎市長へ要望書を手渡す、金子協会長

金
子
協
会
長

相
川
委
員
長

前
期
拡
大
（
十
一
月
末
迄
）
目
標
達
成
を
！

１ 毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）１０月１５日発行建 設 長 崎第５５６号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）�



神奈川県�
横浜にて�
開　催�
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長
建
国
保
巡
回
型
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

巡回健診のご案内

【巡回健診実施予定会場】 平成２３年分

申込締切日

１０月２１日

１０月２６日

１０月２７日

※巡回健診につきましては、申込者数の状況や会場予約の関係上、中止させていただく場合があります。

会場

長崎南商工会本所

大村市民会館

時津町北部コミュニティセンター

健診時間帯

午前９時３０分
～午後１時

午前９時３０分
～午後１時

午前９時３０分
～午後１時

実施日

１１月１９日�

１１月２６日�

１１月２７日�

検査料金（税込）

２，０００円
２，５００円
１，３００円
３，３００円
２，５００円
３，５００円

検査項目（希望者のみ）

前立腺がん検査
胃がん検査（ペプシノーゲン）
大腸がん検査
肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型）
子宮頸がん検査（自己採取法）
喀痰細胞診（肺癌三日間蓄痰）

〜
諫
早
文
化
会
館
で
三
十
四
人
が
受
診
〜

長
建
国
保
で
は
よ
り
多
く
の

皆
様
に
健
康
診
断
を
受
診
し
て

い
た
だ
く
為
に
、
九
月
二
十
三

日
�
に
諫
早
文
化
会
館
で
巡
回

型
健
診
を
実
施
し
、
結
果
三
十

四
名
の
方
が
受
診
を
さ
れ
ま
し

た
。昨

年
度
は
諫
早
、
佐
世
保
の

二
会
場
の
み
で
の
実
施
で
し
た

が
、
今
年
度
は
現
在
計
九
会
場

で
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
十
月
、
十
一
月
に
も
そ
れ

ぞ
れ
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ま
だ
特
定
健
診
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
是

非
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

和
田
さ
ん（
北
松
）・
瀬
尾
さ
ん（
佐
中
）・
上
村
さ
ん（
大
村
）が
出
場

九
月
十
九
日
〜
二
十
一
日
の

三
日
間
に
か
け
て
、
第
二
十
七

回
全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
が

神
奈
川
県
「
パ
シ
フ
ィ
コ
横

浜
」
で
開
催
さ
れ
、
競
技
課
題

「
四
方
転
び
踏
み
台
」
の
製
作

に
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮

し
よ
う
と
三
十
五
県
連
・
組
合

か
ら
七
十
八
人
が
参
加
。

建
設
長
崎
か
ら
は
、
五
月
に

行
わ
れ
た
長
崎
大
会
で
上
位
入

賞
の
和
田
茂
史
さ
ん
（
北
松
支

部
）・
瀬
尾
友
兼
さ
ん
（
佐
世

保
中
央
支
部
）・
上
村
良
一（
大

村
支
部
）
の
三
名
が
出
場
し
ま

し
た
。
長
崎
大
会
の
後
、
休
日

や
仕
事
の
後
に
練
習
を
行
い
全

国
大
会
に
臨
み
ま
し
た
が
、
今

回
は
、
惜
し
く
も
三
名
と
も
に

入
賞
に
は
手
が
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

建
設
長
崎
は
、
第
三
回
大
会

よ
り
連
続
二
十
五
回
連
続
出
場

中
で
す
。
来
年
こ
そ
は
、
第
十

回
大
会
以
来
の
入
賞
を
目
指
し

て
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
頑
張
っ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

土曜日や日曜日に受診できます。
平日に受診がむずかしい方のために、各地区巡回健康診断は、土・日や

祝日を利用して実施します。日頃から忙しい組合員の皆様にも、ご自身の

健康チェックとしても有効にご利用下さい。

巡回健診は、無料ですが、より充実した検査ができるように、有料のオ

プション検査も用意されています。

◆対象者◆

長建国保に１年以上加入している４０～７５歳未満の方で、特定健診受診

券の交付を受けている方

◆健診に必要なもの◆

○受診券 ○質問票 ○保険証

○実費（オプション検査申込者のみ）

◆検査項目（必須）◆ 受診券で受診無料

身体計測・血圧・血中脂質検査・肝機能検査・血糖検査・尿検査・痛

風検査・胸部Ｘ線検査・問診・視力・聴力・貧血検査・心電図検査

◆自己負担◆

上記検査項目（必須）を受診券で受診した場合に限り自己負担はあり

ません。但し、選択検査（希望者のみ）については、検査料金につい

ては全額自己負担（当日現金払）となりますのでご確認の上、お申込

下さい。

◆申込方法◆

ご希望の健診会場を選択の上、所定の巡回健診申込書を申込締切日ま

でに組合窓口へ提出して下さい。（郵送又は FAXでもＯＫ。）

◆オプション検査◆（有料：全額自己負担）

《インフルエンザってどんな病気？》
インフルエンザは、３８度以上の発熱・頭痛・関節痛・筋肉痛などの全

身の症状が突然あらわれ、同時にまたは少し遅れて、のどの痛み・鼻汁・
咳などの症状があらわれます。
流行性の疾患で、短期間に多くの人がかかります。また、重症化する

と、急性脳症や肺炎などの重い合併症を引き起こすことがあり、注意が
必要な病気です。

《インフルエンザにかからないためには、どうしたらいい？》
インフルエンザを予防するために、以下のことに注意しましょう。

１．流行する前にワクチンを接種しましょう。
インフルエンザが流行しだす１２月までには、予防接種を済ませて

おきましょう。
２．外出後のうがい・手洗いをしましょう。

一般的な感染症の予防にも有効です。ぜひ、実践しましょう。
３．適度な湿度の保持

空気が乾燥すると、インフルエンザにかかりやすくなります。
適度な湿度（５０～６０％）を保つようにしましょう。

４．十分な休養とバランスのとれた栄養摂取を心がけましょう。
体の抵抗力を高めるために、しっかり休み、しっかり食べましょ

う。
５．人混みや繁華街への外出を控えましょう。

ご高齢のかた・慢性疾患をお持ちのかた・疲労気味の人・睡眠不
足の人などはできるだけ、人混みや繁華街への外出を控えましょう。
やむを得ない場合は、不織布製マスク（市販の家庭用マスク）を

着用しましょう。
※長建国保では、加入している被保険者（組合員・家族）全員を対象に
季節性インフルエンザ及び新型インフルエンザのワクチン接種に係る
費用の補助を実施しています。詳しくは、各支部へお尋ね下さい。

組合指定温泉施設の再契約と料金変更のお知らせ
リニューアルに伴い一時契約解除しておりました組合指定温泉施設
の１つである『湯処なごみ』について、再度契約が締結出来ましたの
でお知らせ致します。施設名が『天然いさはや温泉“和スパ”』とな
り、それに伴い料金も変更になっております。また、以前ありました
「別館ほたるの湯」に関しては終了したようです。

第２７回全国青年技能競技大会
～３５県連・組合から

７８人が参加～

利用者負担額

３５０円

３００円

補助券額

▲３００円

－

割引額

－

－

規定料金

６５０円

３００円

◆利用料金

大人
（中学生以上）

小人
（４歳以上）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

天然いさはや温泉“和スパ”（平成２３年１０月現在）

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５５６号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）１０月１５日発行



西
彼
支
部
長
与
連
合
分
会

東
長
崎
支
部

大
浦
支
部

中
央
支
部

市
南
支
部

来
場
者
か
ら
感
謝
の
声
、

実
り
あ
る
住
宅
デ
ー

九
月
十
一
日
�
西
彼
支
部
長

与
連
合
分
会
で
は
組
合
員
・
主

婦
会
合
わ
せ
て
二
十
八
名
の
参

加
で
、
農
協
撰
果
場
で
住
宅

デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
九
月
の
第
二
日
曜

日
に
日
程
を
変
更
し
て
お
り
、

始
ま
っ
て
す
ぐ
は
若
干
、
客
足

が
少
な
く
感
じ
ま
し
た
が
、
気

付
い
た
と
き
に
は
次
々
と
包
丁

が
集
ま
り
、
組
合
員
さ
ん
も
、

九
月
中
旬
に
も
関
わ
ら
ず
真
夏

並
み
の
暑
さ
で
し
た
が
、
乾
い

た
喉
を
潤
わ
せ
た
い
気
持
ち
を

我
慢
し
、
一
本
一
本
丁
寧
に
仕

上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
か
ら
も
、「
毎
年

研
い
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
本

当
に
助
か
り
ま
す
」
な
ど
あ
り

が
た
い
お
声
も
か
け
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
実
り
あ
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

来
場
者
は
五
十
名
で
、
包
丁

研
ぎ
が
鎌
・
ハ
サ
ミ
等
含
め
二

百
二
十
二
本
で
し
た
。（

松
園
）

〜
親
子
で
楽
し
く
作
る

木
工
教
室
を
開
催
〜

東
長
崎
支
部
で
は
、
九
月
二

十
五
日
�
午
前
九
時
か
ら
古
賀

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
住
宅

デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
例
年

住
宅
デ
ー
で
は
包
丁
研
ぎ
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は

地
元
の
子
供
達
に
物
作
り
の
楽

し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
親

子
で
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
、
親
子
木

工
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
途
中
少
し
小
雨
が

降
っ
て
き
た
も
の
の
、
風
も

あ
っ
た
為
そ
れ
ほ
ど
暑
く
も
な

く
、
よ
い
住
宅
デ
ー
日
和
で
し

た
。今

回
の
親
子
木
工
教
室
の
メ

ニ
ュ
ー
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

チ
ェ
ア
と
巣
箱
で
し
た
。
合
計

四
十
個
程
の
作
成
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
組
み
立
て
完
成
後

に
は
バ
ー
ナ
ー
で
焼
き
色
を
つ

け
た
り
、
ペ
ン
キ
で
色
を
塗
っ

た
り
し
、
皆
さ
ん
思
い
思
い
の

色
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
ご
参
加
、
ご
協
力
頂
き

ま
し
た
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
無
事

終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

（
江
頭
）

突
然
の
会
場
変
更
で
も
、
大
賑
わ
い

九
月
十
八
日
�
、
大
浦
支
部

で
は
東
山
手
・
大
浦
地
区
一
帯

で
開
か
れ
た
「
２
０
１
１

長
崎
居
留
地
ま
つ
り
」
に
協
賛

の
住
宅
デ
ー
を
開
催
。

例
年
、
こ
の
居
留
地
ま
つ
り

の
日
は
歩
行
者
天
国
と
な
る
一

角
に
場
を
設
け
て
作
業
を
行
っ

て
ま
し
た
が
、
当
日
は
朝
か
ら

大
雨
と
風
の
影
響
で
例
年
行
っ

て
い
る
場
所
を
諦
め
、
居
留
地

ま
つ
り
会
場
か
ら
少
し
離
れ
た
、

材
木
店
の
倉
庫
を
お
借
り
し
て

の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

い
つ
も
は
朝
か
ら
バ
タ
バ
タ

の
状
態
で
す
が
、
雨
で
会
場
を

変
更
し
た
影
響
も
あ
っ
て
は
じ

め
は
受
付
も
ま
ば
ら
で
し
た
。

だ
ん
だ
ん
雨
も
や
ん
で
く
る
と

「
や
っ
と
見
つ
け
た
〜
」「
今

年
は
研
い
で
も
ら
え
ん
と
思
っ

た
〜
」
と
常
連
客
の
皆
さ
ん
が

ぞ
く
ぞ
く
と
や
っ
て
き
て
、
昼

ご
ろ
に
は
忙
し
く
な
り
出
来
上

が
っ
た
包
丁
を
新
聞
に
巻
く
の

が
追
わ
れ
る
ほ
ど
、
次
々
と
包

丁
が
研
ぎ
あ
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。今

年
は
、
朝
か
ら
会
場
の
変

更
や
い
つ
も
の
屋
外
と
は
違
い

倉
庫
の
中
で
の
作
業
と
な
り
、

参
加
さ
れ
た
皆
様
に
は
大
変
蒸

し
暑
い
中
で
の
取
り
組
み
で
し

た
が
、
お
昼
過
ぎ
ま
で
一
本
一

本
丁
寧
に
仕
上
げ
て
ま
し
た
。

〜
自
治
会
の
要
望
に
応
え
、

建
設
長
崎
を
Ｐ
Ｒ
〜

中
央
支
部
西
山
分
会
は
、
九

月
十
一
日
の
日
曜
日
に
西
山
一

丁
目
公
民
館
で
住
宅
デ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
自
治
会
よ
り
の

依
頼
で
、
ベ
ン
チ
シ
ー
ト
五
脚

を
製
作
。
大
変
素
晴
ら
し
い
出

来
で
、
次
年
度
に
つ
い
て
も
製

作
を
お
願
い
し
た
い
と
大
変
喜

ん
で
頂
き
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
に
も
、
包
丁
砥
一

〇
五
本
、
ま
な
板
削
り
八
枚
等

を
実
施
し
、
地
域
住
民
の
方
に
、

建
設
長
崎
と
そ
の
組
合
員
を
十

分
に
Ｐ
Ｒ
す
る
事
が
出
来
た
と

思
い
ま
す
。

三
年
目
の
住
宅
デ
ー
、

地
域
の
方
々
へ
年
々
浸
透

残
暑
厳
し
い
九
月
十
一
日
�
、

市
南
支
部
で
は
、
ジ
ョ
イ
フ
ル

サ
ン
江
川
店
に
て
住
宅
デ
ー
を

開
催
。

開
始
か
ら
沢
山
の
方
が
会
場

に
足
を
運
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

持
ち
込
ま
れ
た
包
丁
の
中
に

は
、
何
年
も
使
っ
て
い
な
い
よ

う
な
サ
ビ
だ
ら
け
の
物
も
あ
り

ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
さ
ん

は
休
み
な
く
、
一
本
、
一
本
丁

寧
に
研
ぎ
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
お
昼
を
過
ぎ
る
と

午
前
中
が
嘘
の
よ
う
に
来
客
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
包
丁

の
研
ぎ
方
を
教
え
て
と
訪
ね
て

き
た
方
、「
毎
年
あ
り
が
と
う
」

と
ジ
ュ
ー
ス
の
差
し
入
れ
が

あ
っ
た
り
す
る
中
、
終
了
の
時

間
と
な
り
、
昨
年
を
上
回
る
百

五
十
本
の
包
丁
を
研
ぎ
上
げ
ま

し
た
。

三
年
目
と
な
る
同
会
場
で
の

住
宅
デ
ー
が
年
々
浸
透
し
、
地

域
の
住
民
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が

で
き
、
今
年
も
と
て
も
実
の
あ

る
住
宅
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

（
城
下
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

岩
永

亀
雄

山
口

政
好

岩
崎
喜
三
郎

小
串

民
雄

福
本

勝
義

松
林

満
男

濱
本

孝
博

毎
熊

明
夫

中
村

秀
徳

浦
田

克
孝

迫

貴
幸

尾
崎

光
生

岡
�

勝
俊

加
賀
江
岩
太
郎

井
手

保

森

巽

岩
木

信
義

白
濱

和
男

山
口

直
樹

佐
舗

洋

溝
上

智
志

若
杉

秀
明

高
見

賢
一

波
戸
口
利
未

岡
�
ア
イ
子

松
林
嘉
代
子

福
本

博
子

濱
本

静
香

相
川
委
員
長

北
村
副
委
員
長

田
上
書
記
長

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

牧
島

貢

岩
永

和
範

里

澄
宏

里

雄
二
郎

木
下
千
代
蔵

井
手

貞
夫

本
田

勇

本
田

隆
彦

木
村

初
夫

渡
辺

国
昭

海
津

隆
就

若
杉

隆

寺
田

政
徳

本
田

順
一

山
村

篤
司

田
上
書
記
長

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

内
野

幸
雄

田
森

勝

坂
口

忠
義

手
水

鐵
吉

山
田

哲
也

川
原

亀
喜

山
崎

増
雄

山
本

孝
義

太
田

俊
一

石
橋

廣
喜

山
下

廣
造

樋
口

正
人

馬
場
ヒ
ロ
子

川
原

幸
枝

内
野

計
子

馬
渡
ヒ
ロ
コ

和
田
マ
ツ
ヨ

相
川
委
員
長

田
上
書
記
長

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

田
上

義
高

平
山

正
則

工
藤

是
正

北
村

五
男

諸
山

克
吉

竹
崎

初
男

古
里

治
夫

梅
澤

利
久

平
山

宏
三

川
原
喜
久
雄

小
野

義
龍

松
山

力
男

中
村

英
則

木
本

春
雄

安
達

三
次

方
山

栄
治

寺
田

郁
実

坂
口

忠
義

小
淵

禮
子

中
村

幸
子

松
尾

松
子

田
上
書
記
長

船
津
副
委
員
長

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

山
本

秀
夫

�
島

俊
幸

小
宮

清
治

小
泉

雄
義

山
下

俊
之

江
崎

雪
夫

桑
村

克
之

今
井

佳
信

森

貞
雄

栗
浦

勝

森
尾

利
助

三
浦

忠
男

松
本

富
安

太
田

武
造

中
島

直
人

山
下
八
千
代

犬
塚

幸
子

相
川
委
員
長

舩
津
副
委
員
長

田
上
書
記
長
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大
村
支
部
主
婦
会

佐
世
保
北
支
部
主
婦
会

佐
世
保
中
央
支
部
釣
り
大
会

伊
王
島
へ
日
帰
り
！
道
中
、
愉
快
な

ハ
プ
ニ
ン
グ
に
大
爆
笑

八
月
二
十
七
日
�
に
大
村
支

部
主
婦
会
の
日
帰
り
旅
行
を
開

催
。
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ

絶
好
の
旅
行
日
和
と
な
り
ま
し

た
。主

婦
会
十
一
名
、
組
合
員
四

名
、
子
供
三
名
の
合
計
十
八
名

の
参
加
で
行
き
先
は
伊
王
島
。

バ
ス
の
中
で
は
二
十
歳
の
添

乗
員
さ
ん
が
楽
し
く
お
話
し
を
、

ま
た
伊
藤
支
部
長
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
が
締
ま
ら
な
い
な
ど
ハ
プ

ニ
ン
グ
で
大
爆
笑
の
中
、「
長

崎
が
ん
ば
ラ
ン
ド
」
に
到
着
。

新
鮮
な
海
産
物
・
野
菜
な
ど
の

買
い
物
を
し
、
開
通
し
た
ば
か

り
の
橋
を
渡
る
時
は
眺
め
が
良

く
歓
声
が
あ
が
り
「
や
す
ら
ぎ

伊
王
島
」
へ
到
着
。
昼
食
バ
イ

キ
ン
グ
後
、
島
内
の
観
光
？
と
、

入
浴
（
三
歳
の
子
供
も
お
風
呂

か
ら
上
が
り
た
く
な
い
く
ら
い

気
持
ち
が
良
か
っ
た
と
の
こ

と
）
に
分
か
れ
て
過
ご
し
ま
し

た
。
伊
王
島
を
後
に
し
、
風
頭

公
園
の
坂
本
龍
馬
像
を
見
学
し
、

一
路
帰
路
へ
。

風
頭
公
園
ま
で
の
徒
歩
は

ち
ょ
っ
と
き
つ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
楽
し
く
一
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
山
口
）

九
月
二
十
二
日
定
例
会
を
か

ね
た
料
理
教
室
を
主
婦
会
八
名

の
参
加
で
押
し
寿
司
を
つ
く
り

ま
し
た
。

器
具
は
持
ち
寄
っ
て
、
料
理

開
始
、
手
分
け
し
て
下
ご
し
ら

え
を
す
ま
せ
、
御
飯
に
調
味
料

と
煮
込
ん
だ
具
を
混
ぜ
込
み
型

に
入
れ
て
、
上
に
煮
込
ん
だ

し
い
た
け
と
錦
糸
卵
を
散
ら

し
て
上
蓋
で
押
し
て
で
き
あ

が
り
。
出
来
た
お
寿
司
を
切

り
分
け
て
盛
り
付
け
て
、

ス
ー
プ
、
お
漬
物
、
フ
ル
ー

ツ
、
デ
ザ
ー
ト
で
お
食
事
会

で
す
。
所
か
わ
れ
ば
品
か
わ

る
様
に
、
中
身
も
名
前
も

様
々
な
押
し
寿
司
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

食
後
に
は
今
後
の
予
定
、

次
の
定
例
会
の
日
程
を
決
め

て
、
美
味
し
い
楽
し
い
一
日

で
し
た
。

（
渡
辺
智
恵
子
）

美味しい押し寿司、
楽しい料理教室

大
き
な
バ
ッ
ク
作
り
に
挑
戦

九
月
二
十

一
日
�
佐
世

保
北
支
部
主

婦
会
は
、
キ

ル
テ
ィ
ン
グ

の
布
で
、
特

別
の
大
き
な

バ
ッ
ク
作
り

に
挑
戦
し
ま

し
た
。

見
本
を
み

て
、
こ
れ
は

簡
単
だ
と

思
っ
た
の
で

す
。
し
か
し

そ
れ
が
な
か
な
か
捗
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
物
は
自
分
で
と
頑
張
り

ま
し
た
が
…
。

ミ
シ
ン
の
係
り
、
し
つ
け
の

係
り
、
ま
つ
り
の
係
り
と
手
分

け
を
し
て
や
っ
と
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
大
切
に
、
大
切
に
使

わ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

来
ら
れ
な
か
っ
た
方
の
分
は
、

役
員
の
方
々
が
持
っ
て
帰
っ
て

作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本

当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。い

つ
も
の
よ
う
に
世
間
話
を

し
な
が
ら
、
お
や
つ
を
食
べ
な

が
ら
、
お
茶
も
何
度
も
入
れ
な

が
ら
の
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

（
山
川
み
ち
子
）

見るからにふかふか饅頭、食べて美味

九
月
十
五
日
�
残
暑
厳
し
い

中
、
中
央
支
部
主
婦
会
の
皆
さ

ん
十
七
名
は
支
部
事
務
所
で
饅

頭
作
り
を
し
ま
し
た
。

毎
年
の
行
事
で
皆
さ
ん
楽
し

み
に
し
て
い
た
み
た
い
で
、
集

合
時
間
の
九
時
半
に
は
き
ち
ん

と
集
ま
り
ま
し
た
。

一
言
頑
張
ろ
う
の
挨
拶
の
後

早
速
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
慣
れ
て
い
る
の
で
手

分
け
し
て
作
業
し
て
い
き
ま
す
。

薄
板
を
切
る
人
、
ア
ン
コ
を
丸

め
る
人
、
生
イ
ー
ス
ト
は
酒
と

牛
乳
で
と
い
て
粉
に
混
ぜ
十
五

分
程
こ
ね
ま
す
。
そ
の
混
ぜ
た

粉
を
一
時
間
位
ね
か
せ
る
と
発

酵
し
て
ふ
わ
ふ
わ
と
ふ
く
れ
て

き
ま
す
。
そ
れ
を
ガ
ス
抜
き
し

ア
ン
コ
を
入
れ
て
丸
め
十
五
分

程
蒸
す
と
出
来
上
が
り
ま
す
。

見
る
か
ら
に
美
味
し
い
ふ
か
ふ

か
の
饅
頭
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。作

業
中
の
手
を
休
め
出
来
た

て
の
饅
頭
に
か
ぶ
り
つ
き
、
美

味
し
い
美
味
し
い
と
い
い
な
が

ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
う
と
っ
く
に
お
昼
は
過
ぎ

て
い
ま
し
た
が
、
一
段
落
し
た

の
で
昼
食
に
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
が
手
作
り
の
弁
当
で
ご
馳

走
が
並
び
ま
し
た
。
い
な
り
ず

し
、
筑
前
煮
、
き
ゅ
う
り
の
漬

物
等
大
変
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

色
々
な
世
間
話
に
花
が
咲
き
時

の
経
つ
の
も
忘
れ
と
て
も
楽
し

い
一
日
で
し
た
。
帰
り
は
自
分

た
ち
の
作
っ
た
饅
頭
を
お
土
産

に
い
た
だ
い
て
解
散
し
ま
し
た
。

（
馬
場
ヒ
ロ
子
）

大
漁
�
新
鮮
な
魚
に
舌
鼓

自
動
販
売
機
の
『
あ
っ
た
か

〜
い
』
が
美
味
し
く
感
じ
ら
れ

始
め
た
十
月
一
日
、
佐
世
保
中

央
支
部
で
は
二
年
に
一
度
の
釣

り
大
会
を
実
施
。

今
回
の
釣
り
大
会
は
、
い
つ

も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
「
迎

パ
ー
ル
マ
リ
ン
」
さ
ん
の
予
約

が
い
っ
ぱ
い
で
日
曜
日
が
空
い

て
お
ら
ず
、
土
曜
日
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
組
合
員
の
皆
さ

ん
方
誘
い
あ
わ
せ
て
総

勢
三
十
名
の
参
加
。
時

間
が
惜
し
い
と
船
と
イ

カ
ダ
の
二
隻
に
分
か
れ

て
い
ざ
出
港
！
意
気

揚
々
と
釣
り
始
め
て

中
々
の
滑
り
だ
し
、
垂

れ
る
糸
先
に
掛
か
る
魚

は
ア
ジ
に
イ
サ
キ
に
と

午
前
中
の
釣
果
も
そ
こ

そ
こ
に
。

そ
ん
な
と
き「
お
っ
」

と
声
を
上
げ
る
姿
有
り
。

同
行
し
て
い
た
渕
上
書

記
局
だ
。
竿
全
体
が
ズ
ン
と
し

な
り
、
大
物
か
と
乗
員
全
体
に

予
感
さ
せ
る
と
同
時
に
、
全
員

が
「
バ
ラ
せ
�
」
と
心
の
中
で

思
っ
た
、
か
ど
う
か
は
分
か
ら

な
い
が
私
は
思
っ
た
。
数
分
間

の
格
闘
の
末
水
面
に
姿
を
現
し

た
の
は
五
十
�
オ
ー
バ
ー
、
約

三
キ
ロ
に
も
な
る
コ
ロ
ダ
イ
。

そ
の
日
一
番
の
大
物
に
渕
上
書

記
局
の
口
元
も
緩
み
、
ご
満
悦

ム
ー
ド
。

空
気
を
読
ま
な
い
書
記
局
員
に

は
、
ト
ッ
プ
賞
と
し
て
後
日
空

気
が
き
れ
い
に
な
る
何
か
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
お
き
ま
す（
笑
）

午
後
に
は
恒
例
の
船
上
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
と
釣
っ
た
魚
の
お
刺

身
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
英
気

を
養
い
午
後
に
備
え
て
小
休
止
。

午
後
か
ら
は
ペ
ー
ス
も
落
ち
何

度
か
場
所
を
移
動
し
な
が
ら
ポ

ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
釣
り
上
げ
て
、

最
後
の
移
動
と
船
を
動
か
し
た

時
ス
ク
リ
ュ
ー
に
異
変
が
！

打
ち
捨
て
ら
れ
た
巨
大
な
漁
網

が
船
の
真
下
に
漂
い
イ
カ
リ
か

ら
ス
ク
リ
ュ
ー
ま
で
に
絡
み
つ

き
移
動
不
能
、
サ
オ
を
収
納
し

皆
さ
ん
協
力
し
て
網
の
引
き
上

げ
に
取
り
か
か
り
ス
ッ
タ
モ
ン

ダ
し
な
が
ら
何
と
か
全
て
の
漁

網
を
引
き
上
げ
、
一
同
漂
流
の

危
機
は
回
避
し
無
事
帰
港
。
ス

ク
リ
ュ
ー
が
壊
れ
て
い
な
く
て

本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
は
海
で
も
陸
で
も

や
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
つ
く
づ

く
思
わ
さ
れ
た
釣
り
大
会
で
し

た
。

（
小
野
）

諫早支部 主婦会

中
央
支
部
主
婦
会
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